
風
問
一

一̈
講
鰤
″
¨
な
い
一
″
”
「
”
漱

な
る
や
そ
の
一工
程
の
ほ
と
ん
‐‐ど
が

手
作
業
で
行
わ
れ
る
●
実
は
こ
の

一骨
組
み
加
工
が
難
し
い
●
技
術
の
一

一轟轟一鋳獅を̈『一中疇”

一人
だ
一
一一一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

鼻

魏

”
“
ぽ

・Ｉ
）
年
，
‐１５‐‐‐れ
で
贄
一間
に
入
，
下

一動
棒
議
鐵
鋤
疵
げ
漏
奮
“
か
い
薇

一
展
‐‐
‐‐友‐
ス
０
ぶ
と
も
γ
さ
ん
が
一伊

助
さ
ん
の
精
神
を
一受
け
継
ぎ
ｒ
風

間
を
成
長
の
波
に
乗
せ
よ
一つ
と
し

て
い
た
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一●
Ｌ
出
来
高
払
い

‐だ
つ
た
た
め
ず

一職
人
一な
‐‐ち‐‐‐は
手
を
体
一‐め‐‐‐ず
に
働
い

一て
い
ま
し
た
‐‐‐
‐
‐‐，
教
わ
る
の
は
た
つ

一た
一
度
き

，
ず
同
じ
こ
と
を
一

‐‐―
度‐‐‐

聞
く
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
ず
だ

か
ら
，
昼
休
み
に
巻
卜
で
あ‐‐‐‐

‐る‐‐‐‐籐

皮‐‐‐‐‐‐を
康
ど
一
一
姜
合
計
ａ
仁

，
を

・確
認
し
‐‐た‐‐‐‐‐‐‐
，
レ
で
オ
た
に
党
た
ま

一熟
練
の
技
術
で
糠
家
具
を
手
づ
一く

，
す
る
丸
尾
さ
ん

し
こ

ζ

九
尾
さ
ん
は
振
ユ

な

ず

当
時
●
籐
家
具
は
夏
物
商
品
だ
っ

た
た
め
「冬
場
に
パ
■
ツ
一を
作
り
ｒ

一季
節
に
な
る
と
そ
れ
を
一
気
に
組‐‐

一み
立
て
て
出
荷
し
た
●
●
一
一
一
・

●
曲
げ
■
つ
一と
，
で
も
ラ
ダ
ン
の

一崚
獅
熱
摯
摯
“
や
り
一
ぶ
ら
一
一

曇
＝
貯卜
一

一一一

一．
一一一
・．

　

　

一■

一
　

　

　

一

一
・一一
一一一
一一
一一
一．一一一一
一・一
一一一
・一

一一一
一一一
・一一

●
そ
の
こ
ろ
社
長
の
一展
友
・さ
ん

は
、
冬
場

‐
の
―‐‐売
り
上
げ
を
補
う
た

め
に
、
国
交
が
確
立

さ
れ
て
い
な
か

っ
た

中
国
や
東
南
ア
ジ
ア

各
国
を
駆
け
巡
り
、

一家
具
や
関
連
雑
貨
の

一輸
入
販
売
を
手
掛
け

一一「鯰
孵銹鵡

一場
で
ほ
と
ん
ど
・の
家
具
を
生
産
し

一‘
一る
一
一
‐‐‐‐地‐‐‐‐‐―で
は
機
破
ｒ
′夕一

驀̈
辟
ぽ
靴

一Ｔ
）

生
一〓
一た
一素
材
一一一一一一一一一一一一一一，
夕
一一一ン
●
奥
一深
一さ
一

一政‐た‐一紹響綿印肇幹ｍ　糧臨・・一

一ジ
ヤ
■
ナ
リ
一ス
ト
志

一望

‐だ
つ
た
一，
一い
う
展

一友
さ
ん
は

「
バ
ィ
オ

〓
ァ
精
神
あ
‐‐‐‐ふ
れ
る

一人
だ
つ
た
「
人
一中
村

一社
長
Ｙ
と
い
う
「
一

■■■1l11 f「

(べ |ン|チ|=|ラ|フオリ|ア)風 FElの 1新1作 |「VO●1●ralF011譴 |


